
 参考資料１  
 

平成 30 年度地方創生関係交付金事業（事業概要） 

 

 （第１部） 

１ つくば等の科学技術を活用した成長産業創出プロジェクト   ― １ 

２ いばらき宇宙ビジネス創造拠点プロジェクト         ― ４ 

３ いばらき伝統的工芸品産業イノベーション推進事業      ― ５ 

４ プロフェッショナル人材戦略拠点運営事業          ― ６ 

５ いばらき創業 10,000 社プロジェクト事業           ― ７ 

６ ベンチャー企業創出支援事業                 ― ８ 

７ 中小企業ＩｏＴ等自動化技術導入促進事業          ― ９ 

８ 茨城県工業技術センター施設機能強化事業          ― 10 

９ 繊維・プラスチック産業支援拠点整備事業           ― 11 

10 働き方改革・生産性向上促進事業              ― 12 

11 地方創生人材還流・定着支援事業              ― 13 

12 茨城県就職支援奨学金助成事業               ― 14 

13 いばらき地方活力向上地域等特定業務施設整備促進プロジェクト1 2 3 ― 15 

 

（第２部） 

14 ＤＭＯ観光地域づくり推進事業               ― 16 

15 筑波山・霞ヶ浦広域エリア観光連携促進事業             ― (16) 

※「14 ＤＭＯ観光地域づくり推進事業」と重複 

16 市民力による歴史遺産活用まちづくりプロジェクト       ― 18 

17 水郷筑波・サイクリングによるまちづくりプロジェクト    ― 19 

 （地方創生拠点整備交付金を併用） 

18 安心して暮らせる生活環境づくり総合支援事業        ― 20 

19 茨城版 持続可能な地域づくり～「広域交通ネットワーク」プラス「小さな拠点」   ― 23 

20 茨城県立県民文化センター施設整備事業           ― 24 

21 第２のふるさと・いばらきプロジェクト推進事業123           ― 25 

 

（資料配布のみ） 

22 古民家を活用した茨城ブランド力向上事業          ― 26 

23 ブランド力強化のための優良原種苗供給拠点整備事業     ― 27 

24 AI 解析による新たな農業技術研究拠点整備事業「イチゴの 

栽培環境制御施設」                    ― (27) 

※「23 ブランド力強化のための優良原種苗供給拠点整備事業」と重複           

25 AI 解析による新たな農業生産技術及び貯蔵技術研究拠点整備事業  

「サツマイモの栽培環境制御施設及び貯蔵環境制御施設」    ― (27) 

※「23 ブランド力強化のための優良原種苗供給拠点整備事業」と重複 

 26 茨城県工業技術センター生産性向上支援拠点機能強化事業    ― 28 



ロ
ボ
ッ
ト
等
次
世
代
技
術
実
用
化
推
進
事
業

科
学
技
術
振
興
課
研
究
開
発
推
進
Ｇ

（
０
２
９
－
３
０
１
－
２
４
９
９
）

社
会
の
抱
え
る
課
題
を
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
利
活
用
に
よ
り
解
決
す
る
と
と
も
に
，
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
，
事
業
化
，
製
品

化
が
見
込
ま
れ
る
研
究
開
発
中
の
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
対
し
て
，
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
す
る
な
ど
に
よ
り
実
用
化
を
支
援
し
ま
す
。

Ｈ
3
0
当
初
予
算
額
：
7
2
,5
7
6
千
円

事
業
内
容

◆
い
ば
ら
き
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
開
発
支
援
事
業

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
者
，
事
業
者
，
利
用
者
等
に
よ
る
分
野
別
研
究
会
を
開
催

①
農
業
分
野
，
②
医
療
・介
護
分
野
，
③
防
災
・イ
ン
フ
ラ
分
野

◆
い
ば
ら
き
ロ
ボ
ッ
ト
実
証
試
験
・実
用
化
支
援
事
業

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
実
用
化
・製
品
化
を
推
進

（
１
）
実
証
試
験
支
援

(ｱ
) 実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
・
紹
介
・提
供

(ｲ
) 専
門
家
に
よ
る
実
証
試
験
の
ア
ド
バ
イ
ス

(ｳ
) 成
果
発
表
会
の
開
催

（
２
）
実
証
試
験
費
補
助

実
証
試
験
に
あ
た
り
必
要
な
整
備
調
整
，
安
全
対
策
等
の
経
費
を

補
助
（

H3
0：
補
助
率
１

/２
上
限

1,
00

0千
円
）

（
３
）
改
良
費
補
助

実
証
試
験
を
実
施
す
る
事
業
者
に
実
用
化
，
製
品
化
に
必
要
な

改
良
費
を
補
助
（

H3
0：
補
助
率
１

/２
上
限

4,
00

0千
円
）

◆
次
世
代
技
術
実
用
化
産
学
連
携
事
業

県
内
中
小
企
業
と
大
学
・研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
新
製
品
開

発
の
実
用
化
経
費
を
補
助
（
補
助
率

10
/1

0，
上
限

14
,0

00
千
円
）

県
産
業
支
援
機
関

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
企
業

実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
（
例
）

研
究
開
発
中
の
ロ
ボ
ッ
ト
（
例
）

委
託

・
実
証
試
験
費
補
助

・
改
良
費
補
助

ド
ロ
ー
ン

（
無
人
飛
行
機
）

自
動
走
行

有
料
道
路

展
示
施
設

農
場

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ロ
ボ
ッ
ト

・
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
紹
介

・
実
証
試
験
の
ア
ド
バ
イ
ス
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機
器
開
発
及
び
機
器
導
入
支
援
等
（額
は
上
限
）

・グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
育
成
推
進
会
議
に
お
い
て
開
発
テ
ー
マ
を
選
定
し
，
早
期
の
製
品
化
が
見
込
ま
れ
る

臨
床
・実
証
試
験
に
つ
い
て
委
託

・医
療
・介
護
現
場
の
課
題
解
決
に
資
す
る
既
存
機
器
や
開
発
機
器
を
導
入
す
る
病
院
・介
護
施
設
に
対
し
，
機
器
導
入

の
補
助
を
実
施

開
発
に
対
す
る
助
言
や
関
係
機
関
と
の
連
携
等
，
開
発
を
総
括
的
に
支
援

(1
)

(2
)

１
本
事
業
の
内
容

テ
ー
マ
審
査
等

・
企
業
，
補
助
対
象
機
器
選
定

・
開
発
に
係
る
助
言
等

メ
ン
バ
ー
：

病
院
・
介
護
施
設
，
も
の
づ
く
り
企
業
，
大
学
，
産
総
研
等
研
究

機
関
，
金
融
機
関
，
J
E
T
R
O
，
市
町
村
，
医
療
・
介
護
機
器
販

売
会
社
，
県
関
係
部
局

等

グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
育
成
推
進
会
議

・ 世 界 の ト ッ プ を ね ら え る

中 核 的 な 企 業 の 育 成

・ 現 場 の 負 担 軽 減 と 就 業 促 進

臨
床
・
実
証
試
験
@
2
千
万
円

大
学
・
研
究
機
関

企
業

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等

試
作
・
開
発
中
機
器

販
路
に
係
る
助
言
等

現 場 の ニ ー ズ ・ 課 題

委 託 開 発 テ ー マ 選 定 開
発
企
業
公
募

２
事
業
概
要
図

改
良
，
導
入
拡
大
，
分
野
拡
大
等

役
割
：

①
委
託
開
発
テ
ー
マ
及
び
開
発
企
業
の
選
定

②
機
器
開
発
時
の
助
言
指
導
等

③
導
入
促
進
に
係
る
機
器
・
補
助
対
象
の
審
査

④
海
外
展
開
を
希
望
す
る
企
業
へ
の
助
言
指
導

等

販
売
企
業
と
の
橋
渡
し
，
専
門
家
チ
ー
ム
派
遣
等

全
体
を
統
括
す
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
中
心
と
な
り
，
販
売
会
社
と

の
橋
渡
し
や
，
知
財
・
薬
事
等
の
専
門
家
チ
ー
ム
等
を
派
遣
す

る
な
ど
，
開
発
企
業
を
支
援

販
売
会
社
と
の
橋
渡
し
，
専
門
家
チ
ー
ム
の
派
遣

グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
育
成
促
進
事
業

Ｈ
3
0
当
初
予
算
額
：9
6
,7
6
0
千
円
（地

方
創
生
推
進
交
付
金
）

産
業
戦
略
部
技
術
振
興
局

技
術
革
新
課
（０
２
９
－
３
０
１
－
３
５
２
２
）

つ
く
ば
等
の
科
学
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
，
医
療
・介
護
分
野
等
で
機
器
の
開
発
・普
及
に
取
り
組
む
企
業
を
対
象
に
，
製
品
化
・各
現
場
へ
の
導
入
促
進
，
販
路

開
拓
等
ま
で
支
援
す
る
と
と
も
に
，
医
療
・介
護
現
場
で
の
負
担
を
軽
減
し
，
就
業
促
進
を
図
り
ま
す
。

＜
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
＞

国
際
市
場
の
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
の
う

ち
，
ニ
ッ
チ
分
野
に
お
い
て
高
い
シ
ェ
ア
を
確
保
し
，

良
好
な
経
営
を
実
践
し
て
い
る
企
業

臨
床
・実
証
試
験
：

@
2,
00
0
万
円

開 発 企 業 公 募 ・ 選 定

・
本
事
業
で
開
発
し
た
製
品

・
既
存
の
製
品
・
試
作
品

導 入 促 進 （ 評 価 ・ 検 証 ）

@
1
百

万
円

海 外 販 路 拡 大 の 支 援

過
年
度
実
施
：

技
術
開
発
@
5
百
万
円

試
作
開
発
@
2
千
万
円

導
入
促
進
補
助
：

@
10
0
万
円

（補
助
率
1
/2
）
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産
業

戦
略

部
技

術
振

興
局

科
学

技
術

振
興

課
国
際

戦
略

総
合

特
区

推
進

室
（
0
2
9
-
3
0
1
-
2
5
1
5
）

今
後
の
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
市

場
拡
大
を
見
据
え
，
国
や
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
等
と
も
連
携
し
，
本
県
の
強
み
を
活
か
し
て
宇
宙

関
連

企
業
が
活
動
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
，
宇
宙
ベ
ン
チ
ャ
ー
等
の

創
出
・
誘
致
と

県
内
企

業
の

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
新
規

参
入
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す

。

【
Ｈ
3
0
.
9
月
補
正
予
算
額

7
5
,
7
0
0
千
円
】

い
ば

ら
き

宇
宙

ビ
ジ

ネ
ス

創
造

拠
点

事
業

（
新

規
）

１
宇

宙
ベ
ン
チ
ャ
ー
活
性
化
の

「
場
」
づ
く
り
（

5
,
0
0
0
千
円
）

・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

や
衛

星
デ

ー
タ

の
利
用
講
習
会
，
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
投
資
家
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ

等
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く

り

２
宇

宙
産
業
の
集
積
に
向
け
た

支
援
（

1
9
,
2
0
0
千
円
）

・
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

等
が

保
有

す
る

試
験

設
備
利
用
料
補
助

＜
補
助
率

2
/
3
,
 
上

限
8
0
万

円
＞

・
販
路
開
拓

（
展

示
会

出
展

，
現

地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
）
補
助

＜
補
助
率

2
/
3
,
 
上

限
4
0
0
万

円
＞

・
衛
星
デ
ー

タ
を

活
用

し
た

ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
開
発
補
助

＜
補
助
率

2
/
3
,
 
上
限

4
0
0
万

円
＞

３
産

業
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
へ
の
設
備
整
備
（

3
7
,
0
0
0
千
円
）

・
衛
星
等

に
搭

載
す
る

電
子

機
器

開
発
に
用
い
る
小
型
試
験
設
備
（
耐
ノ
イ
ズ
評
価
装
置
等

）
の

整
備

４
宇

宙
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
設
置
（

1
4
,
5
0
0
千
円
）

・
宇
宙
産

業
育

成
コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー
の
配
置

・
県
内
企
業

の
技

術
シ

ー
ズ

の
目

利
き
・
掘
り
起
こ
し
を
通
じ
た
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参

入
促

進

・
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

等
が

有
す

る
設

備
・

デ
ー
タ
等
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
利
用
化
等

（
画
像
は
い
ず
れ
も

JA
XA
か
ら
提
供
）
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【
事
業
内
容
】

商
社
，
バ
イ
ヤ
ー
等
と
連
携
し
た
新
た
な
取
組
み
に
よ
る
販
路
開
拓
を
進
め
る
た
め
，
「
や
る
気
の
あ
る
作
り
手
等
」
の

先
駆
的
な
事
業
活
動
を
集
中
的
に
支
援
す
る
。

１
販
路
開
拓
・
販
売
促
進

販
路
開
拓
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
の
実
施
，
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会
，
展
示
会
出
展

等

２
新
商
品
開
発

異
業
種
・
他
産
地
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
商
品
開
発

３
産
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

全
国
の
工
芸
品
産
地
と
連
携
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
，

産
地
ツ
ア
ー
の
実
施

４
人
材
育
成

デ
ザ
イ
ン
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
，
後
継
者
育
成
研
修

※
全
体
事
業
費
：
50
,
00
0千
円

（
負
担
割
合
：
県
1/
2，
3市
1/
2）

本
県
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
（
結
城
紬
・
笠
間
焼
・
真
壁
石
燈
籠
）
の
振
興
を
図
る
た
め
，
県
・
結
城
市
・
笠
間
市
・

桜
川
市
，
各
産
地
生
産
者
等
が
連
携
し
，
販
路
開
拓
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
の
実
施
や
，
異
業
種
・
他
産
地
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
商
品
開
発
に
よ
り
，
革
新
的
な
販
路
開
拓
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

【
Ｈ
3
0
当
初
予
算
額

2
5
,
0
0
0
千
円
】
（
地
方
創
生
推
進
交
付
金
）

い
ば
ら
き
伝
統
的
工
芸
品
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
費
（
継
続
）

「
笠
間
焼
×
食
」

コ
ラ
ボ
イ
メ
ー
ジ

真
壁
石
の
ラ
イ
ト

結
城
紬
の
小
物
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「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
」
を
設
置
し
，
民
間
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
者
と
連
携
し
て
中
小
企
業
に
必
要
な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
人
材
（
※
）
の
採
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
，
県
内
中
小
企
業
の
成
長
や
経
営
改
善
を
図
り
ま
す
。

＜
拠
点
開
設
日
：
平
成
2
7
年
1
2
月
2
1
日

拠
点
開
設
場
所
：
（
公
財
）
茨
城
県
中
小
企
業
振
興
公
社
＞

◆
拠
点
の
設
置

戦
略
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
，
サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
，

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
配
置

◆
地
域
協
議
会
の
開
催

各
種
産
業
支
援
機
関
等
と
の
連
携
（
事
業
浸
透

の
協
力
，
プ
ロ
人
材
ニ
ー
ズ
の
情
報
共
有
等
）

◆
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
・
企
業
訪
問

積
極
的
経
営
の
喚
起
，
人
材
受
入
の
推
進
，

プ
ロ
人
材
ニ
ー
ズ
の
把
握

◆
プ
ロ
人
材
と
マ
ッ
チ
ン
グ

把
握
し
た
プ
ロ
人
材
ニ
ー
ズ
を
基
に
，
民
間
人
材

ビ
ジ
ネ
ス
事
業
者
は
，
中
小
企
業
者
と
プ
ロ
人
材
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施

◆
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

経
営
者
，
プ
ロ
人
材
双
方
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
実
施

連
携

連
携

④
マ
ッ
チ
ン
グ

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の
採
用

④
マ
ッ
チ
ン
グ

③
セ
ミ
ナ
ー

企
業
訪
問

⑤
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

⑤
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 人 材

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点

体
制
：
戦
略
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
1
名
，
サ
ブ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
4
名
，
ア
シ
ス
タ
ン
ト
2
名

民
間
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
者

県 内 中 小 企 業

①

各
種
産
業
支
援
機
関
等

地
域
金
融
機
関
，
商
工
会
議
所
，

商
工
会
，
中
小
企
業
振
興
公
社
等

●
お
問
い
合
わ
せ
先
：
茨
城
県
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
（
（
公
財
）
茨
城
県
中
小
企
業
振
興
公
社
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
2
9
-
2
2
4
-
5
3
3
9
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
2
9
-
2
2
7
-
2
5
8
6

【
事
業
内
容
】

【
事
業
の
流
れ
】

②
地
域
協
議
会

・
各
種
産
業
支
援
機
関
等
と
の
連
携

※
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
，
商
品
等
の
販
路
開
拓
や
，
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
性
向
上
な
ど
の

具
体
的
な
取
組
を
通
じ
て
企
業
の
成
長
戦
略
を
具
体
化
し
て
い
く
人
材

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
運
営
事
業

産
業
政
策
課
産
業
企
画
Ｇ

（０
２
９
－
３
０
１
－
３
５
２
５
）

Ｈ
3
0
当
初
予
算
額
：4
5
,9
8
2
千
円
（地
方
創
生
推
進
交
付
金
）
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産
業
戦
略
部
技
術
振
興
局
技
術
革
新
課
（
02
9-
30
1-
35
22
）

１
創
業
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
支
援

・
構
成
：
県
，
市
町
村
，
創
業
支
援
事
業
者
（
商
工
会
等
）
，
大
学
，
金
融
機
関
等

・
内
容
：
創
業
支
援
策
の
情
報
共
有
や
情
報
交
換

創
業
支
援
事
業
者
に
対
す
る
研
修
の
実
施

創
業
を
目
指
す
者
等
を
対
象
と
し
た
相
談
会
の
開
催

２
大
学
等
に
お
け
る
創
業
気
運
の
醸
成

・
内
容
：
創
業
講
座
や
先
輩
起
業
家
と
交
流
す
る
機
会
の
提
供
（
対
象
：
５
校
）

大
学
生
等
を
対
象
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

３
女
性
の
創
業
支
援

・
内
容
：
女
性
専
用
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
（
回
数
：
12
回
×
2か

所
）

３
年
間
（
平
成
29
～
31
年
度
）
で
10
,0
00
社
の
創
業
を
目
指
し
，
創
業
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
支
援
を

行
う
ほ
か
，
大
学
等
に
お
け
る
創
業
気
運
の
醸
成
や
女
性
の
創
業
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
Ｈ
3
0当

初
予
算
額

2
3
,4
6
6千

円
】

い
ば
ら
き
創
業
10
,0
00
社
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
費

【
Ｈ
２
９
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
】

【女
性
専
用
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
】
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産
業
戦
略
部
技
術
振
興
局
技
術
革
新
課
ｲﾉ
ﾍﾞ
ｰｼ
ｮﾝ
創
出
Ｇ
（
02
9-
30
1-
35
22
）

１
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
創
出
・
育
成
に
向
け
た
調
査

・
本
県
の
特
色
を
生
か
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
出
等
に
向
け
た
調
査
を
実
施

２
技
術
シ
ー
ズ
の
創
出

・
筑
波
大
学
や
産
総
研
等
が
連
携
し
て
行
う
「
つ
く
ば
産
学
連
携
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
，
共
同
研
究
を
支
援

３
創
業
・
事
業
化
支
援

・
大
学
や
研
究
機
関
等
が
持
つ
先
端
的
な
技
術
シ
ー
ズ
を
発
掘

・
金
融
機
関
や
県
内
外
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
創
業
・
事
業
化
に
向
け
た
支
援

４
勉
強
会
・
交
流
会
の
開
催

・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
を
対
象
と
し
た
勉
強
会
等
の
開
催
（
回
数
：
10
回
）

５
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
対
す
る
賃
料
補
助

・
対

象
：
創
業
5年

以
内
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

・
補
助
率
：
1/
2（

上
限
24
0万

円
/件

，
3年

間
）

６
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
表
彰

・
め
ぶ
き
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
ド
（
※
）
に
「
茨
城
県
知
事
賞
」
を
創
設
（
対
象
：
1件

，
賞
金
：
10
0万

円
）

※
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
，
革
新
的
・
創
造
的
な
新
事
業
プ
ラ
ン
を
表
彰
（
主
催
：
め
ぶ
き
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
等
）

産
学
官
金
が
連
携
し
，
優
れ
た
技
術
シ
ー
ズ
の
発
掘
・
事
業
化
か
ら
定
着
ま
で
を
一
貫
し
て
支
援
し
，
本
県
か
ら
世
界

に
挑
戦
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
出
・
育
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

【
Ｈ
3
0当

初
予
算
額

7
6
,0
0
0千

円
】

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
創
出
支
援
事
業

8



技
術
革
新
課
技
術
革
新
支
援
G
（
0
2
9
‐
3
0
1
‐
3
5
7
9
）

１
I
o
T
の
活
用
・
導
入
促
進

・
産
業
支
援
機
関
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
，
I
o
T
促
進
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
I
o
T
の
活
用
・
導
入
の
相
談
に
対
応

・
企
業
訪
問
に
よ
り
I
o
T
の
効
果
的
な
導
入
を
支
援
（
課
題
を
明
確
化
し
，
最
適
な
専
門
家
を
マ
ッ
チ
ン
グ
）

・
I
o
T
専
門
家
（
企
業
O
B
や
研
究
者
，
技
術
者
）
を
中
小
企
業
に
派
遣
し
，
I
o
T
導
入
計
画
の
策
定
等
を
支
援

２
工
場
へ
の
I
o
T
導
入
支
援

・
県
産
業
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
模
擬
ス
マ
ー
ト
工
場
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
ロ
ボ
ッ
ト
や
I
o
T
等
の

体
験
，
機
種
選
定
，
現
場
課
題
を
解
決
す
る
シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発
な
ど
，
企
業
の
利
便
性
が
向
上
）

・
サ
ー
ビ
ス
業
・
情
報
通
信
業
を
対
象
と
し
た
グ
ル
ー
プ
活
動
に
よ
り
，
I
o
T
製
品
開
発
を
支
援

３
ロ
ボ
ッ
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
者
の
育
成

ロ
ボ
ッ
ト
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
導
入
す
る
際
に
外
部
技
術
者
と
打
合
せ
が
で
き
る
人
材
を
育
成

・
ロ
ボ
ッ
ト
研
修

：
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
作
に
必
要
な
安
全
講
習
と
基
礎
知
識
等
の
修
得

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
：
工
場
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
知
識
や
セ
ン
サ
ー
で
の
情
報
取
得
等
の
修
得

４
普
及
啓
発

I
o
T
活
用
セ
ミ
ナ
ー
や
先
進
事
例
の
視
察
会
，
事
例
発
表
会
等
を
開
催

中
小
企
業
に
お
け
る
I
o
T
を
活
用
し
た
生
産
技
術
の
高
度
化
や
，
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
よ
る
競
争
力
強

化
を
支
援
し
ま
す

【
Ｈ
3
0
当
初
予
算
額

4
9
,
0
0
0
千
円
】

中
小
企
業
I
o
T
等
自
動
化
技
術
導
入
促
進
事
業
（
H
3
0
終
了
事
業
）
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多
様
化
，
高
度
化
す
る
中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
し
，
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
資
す
る
試
験
研
究
環
境
を
整
え
る
た
め
，
セ

ン
タ
ー
の
施
設
整
備
を
実
施
し
た
。

産
業
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
旧
名
称
：
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）
施
設
機
能
強
化
事
業

実
績
額

7
4
6
,
8
7
6
千
円
（
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
）

整
備
概
要

１
新
棟
（
Ｉ
o
Ｔ
／
食
品
棟
）
の
建
設

（
１
）
構
造
等

構
造
：
鉄
骨
造

２
階
建
，
延
床
面
積
：
約
１
，
６
５
０
ｍ
２

（
２
）
新
棟
の
機
能

中
小
企
業
に
お
け
る
Ｉ
o
Ｔ
導
入
促
進
や
食
品
産
業
等
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
た
め
，

以
下
の
整
備
を
行
っ
た
。

ア
模
擬
ス
マ
ー
ト
工
場
を
活
用
し
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
実
証
実
験
及
び
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
者
等
の

育
成
を
行
う
実
証
実
験
室

イ
３
Ｄ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
製
品
開
発
を
行
う
製
品
設
計
支
援
室

ウ
食
品
成
分
の
分
析
や
発
酵
食
品
（
日
本
酒
，
納
豆
，
漬
物
等
）
の
研
究
開
発
を

行
う
実
験
室

エ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
た
共
同
研
究
室

オ
地
域
食
材
を
活
用
し
た
加
工
食
品
の
開
発
や
6
次
産
業
化
の
支
援
の
た
め
の

食
品
加
工
室

な
ど

２
既
存
施
設
の
改
修

（
１
）
改
修
箇
所

管
理
・
機
械
金
属
研
究
棟
（
精
密
測
定
室
，
電
気
試
験
室
等
）

機
械
金
属
試
験
棟
（
環
境
試
験
室
等
）

清
酒
製
造
技
術
研
究
棟
（
出
麹
室
等
）

（
２
）
改
修
概
要

新
製
品
・
新
技
術
開
発
や
人
材
育
成
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
た
め
，
以
下
の
整
備
を
行
う
。

ア
高
精
度
な
寸
法
・
形
状
計
測
，
電
子
機
器
の
性
能
評
価
を
行
う
測
定
室

イ
製
品
の
信
頼
性
評
価
試
験
な
ど
を
行
う
実
験
室

ウ
清
酒
製
造
に
最
適
な
麹
を
作
製
す
る
出
麹
室

な
ど

３
完
成
平
成
３
０
年
３
月

Ｉｏ
Ｔ
／
食
品
棟

模
擬
ス
マ
ー
ト
工
場

新
し
い
酵
母
，
乳
酸
菌
の
開
発
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多
様
化
，
高
度
化
す
る
中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
し
，
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
資
す
る
試
験
研
究
環
境
を

整
え
る
た
め
，
産
業
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
繊
維
高
分
子
研
究
所
の
改
修
を
行
っ
た
。

繊
維
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
産
業
支
援
拠
点
整
備
事
業

産
業
戦
略
部

技
術
革
新
課

技
術
革
新
支
援
Ｇ
（
内
線
3
5
77
）

総
事
業
費

1
0
5
,
9
9
2
千
円
（
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
）

整
備
概
要

１
既
存
施
設
の
改
修

（
１
）
改
修
箇
所

・
試
験
研
究
棟
（
各
種
試
験
室
や
研
究
室
な
ど
）

・
事
務
棟
（
講
堂
，
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
な
ど
）

（
２
）
改
修
概
要

自
動
車
や
航
空
機
産
業
な
ど
へ
の
参
入
を
目
指
し
た
，
高
機
能
繊
維
，

導
電
性
繊
維
，
炭
素
繊
維
強
化
樹
脂
，
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
等
に
関
す
る
技

術
支
援
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
，
試
験
研
究
，
中
小
企
業
等
と
の
共

同
研
究
及
び
研
究
開
発
人
材
の
育
成
な
ど
へ
の
支
援
強
化
を
目
的
と
し
，
以

下
の
整
備
を
実
施
し
た
。

・
高
精
度
な
温
度
管
理
が
可
能
と
な
る
繊
維
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
試
験
研
究
室

・
企
業
と
の
共
同
研
究
の
た
め
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ
れ
た
研
究
室

・
高
精
度
な
温
湿
度
環
境
制
御
が
可
能
な
物
理
試
験
室

・
防
塵
対
策
や
気
密
性
を
確
保
し
た
炭
素
繊
維
強
化
樹
脂
に
関
す
る
研
究
室

・
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
等
の
た
め
の
研
修
室

・
研
究
成
果
の
P
R
の
た
め
の
展
示
室

な
ど

２
改
修
工
事
完
了
時
期

平
成
３
０
年
３
月

繊
維
材
料
の
評
価

（
強
度
試
験
）

機
器
を
活
用
し
た

技
術
セ
ミ
ナ
ー

炭
素
繊
維
強
化
樹
脂
試
作
品
と
加
工
装
置
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産
業
戦
略
部
労
働
政
策
課
労
働
経
済
・
福
祉
Ｇ
（
0
2
9
-
3
0
1
-
3
6
3
5
）

産
業
戦
略
部
中
小
企
業
課
経
営
支
援
室

（
0
2
9
-
3
0
1
-
3
5
5
0
）

○
個
別
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
1
0
社
）
・
成
果
事
例
発
表
会
の
実
施

・
前
年
度
か
ら
の
継
続
支
援
５
社
に
加
え
，
新
た
に
小
規
模
な
事
業
所
を
５
社
募
集
し
，

長
時
間
労
働
の
是
正
や
，
生
産
性
向
上
等
の
改
善
策
を
集
中
的
に
実
施

・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
実
施
企
業
の
成
果
事
例
発
表
会
を
開
催

○
生
産
性
向
上
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
（
５
社
）

・
I
C
T
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
・
付
加
価
値
向
上
に
つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・

導
入
経
費
の
支
援

補
助
率
：
1
/
2
（
補
助
上
限
：
2
0
0
万
円
）
，
対
象
：
上
記
継
続
支
援
５
社

○
い
ば
ら
き
働
き
方
改
革
推
進
協
議
会
の
運
営

・
い
ば
ら
き
働
き
方
改
革
推
進
月
間
（
８
月
・
1
1
月
）
の
実
施

・
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
計
画
」
の
策
定
促
進

○
働
き
方
改
革
優
良
企
業
認
定
制
度
の
創
設

・
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
等
の
働
き
方
改
革
の
取
組
が
総
合
的
に
優
れ
た
企
業
の

認
定
制
度
を
創
設
し
，
特
に
優
良
な
中
小
企
業
の
取
組
を
セ
ミ
ナ
ー
等
の
場
で
発
表

多
様
な
働
き
方
が
可
能
な
労
働
環
境
の
整
備
と
生
産
性
向
上
に
意
欲
を
持
つ
企
業
に
対
す
る
集
中
的
・
一
体
的
な
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
，
モ
デ
ル
企
業
を
育
成
す
る
と
と
も
に
，
働
き
方
改
革
の
取
組
が
総
合
的
に
優
れ
た
企
業
の

認
定
制
度
の
創
設
に
よ
り
，
県
内
企
業
の
働
き
方
改
革
・
生
産
性
向
上
を
促
進
し
ま
す
。

【
Ｈ
3
1
当
初
予
算
額

4
0
,
7
9
0
千
円
】

働
き
方
改
革
・
生
産
性
向
上
促
進
事
業

-
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

様
子
-

-
事
例
発
表
会
の
様
子

-

２
企
業
等
に
対
す
る
普
及
啓
発
・
取
組
促
進

１
企
業
に
対
す
る
支
援
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商
工
労
働
観
光
部
労
働
政
策
課
雇
用
促
進
対
策
室
（
0
2
9
-
3
0
1
-
3
6
4
5
）

〇
大
好
き
い
ば
ら
き
就
職
応
援
”
く
ら
ぶ
“
の
運
営

〇
大
学
と
企
業
の
交
流
会
，
学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
，
父
母
向
け
就
活
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

〇
県
内
企
業
に
就
職
し
た
女
性
と
学
生
の
交
流
会
の
開
催

〇
企
業
向
け
採
用
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

〇
起
業
を
目
指
す
学
生
や
外
国
人
留
学
生
向
け
等
，
本
県
独
自
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
に
よ
る

県
内
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
促
進
や
状
況
調
査
の
実
施

〇
県
内
企
業
や
就
職
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
ほ
か
，
暮
ら
し
や
す
さ
や
働
き
や
す
さ
も
お
知
ら
せ

〇
仕
事
情
報
等
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

〇
移
住
相
談
者
に
対
す
る
個
別
相
談
・
現
地
案
内
の
実
施

県
内
の
魅
力
あ
る
企
業
の
情
報
発
信
を
強
化
す
る
と
と
も
に
，
大
学
や
本
県
産
業
界
と
連
携
し
て
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
・

地
元
就
職
を
促
進
し
ま
す
。

【
Ｈ
3
0
当
初
予
算
額

2
6
,
3
4
2
千
円
】

地
方
創
生
人
材
還
流
・
定
着
支
援
事
業
費
（
継
続
）

１
Ｕ
ＩＪ
タ
ー
ン
の
促
進

２
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
促
進

３
県
内
企
業
情
報
等
の
発
信

４
い
ば
ら
き
地
域
し
ご
と
セ
ン
タ
ー

－
企
業
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
－
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就
職
支
援
奨
学
金
助
成
制
度

○
国
の
「
給
付
奨
学
金
」
の
要
件
を
満
た
し
な
が
ら
も
，
学
校
推
薦
枠
か
ら
外
れ
る
生
徒
が
一
定
数
存
在

○
経
済
的
な
理
由
か
ら
大
学
等
進
学
を
断
念
す
る
学
生
を
支
援
す
る
た
め
，
独
自
の
奨
学
金
助
成
制
度
を
創
設

○
就
職
に
よ
り
，
県
外
へ
流
出
す
る
若
者
が
多
い
こ
と
か
ら
，
県
内
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
・
地
元
就
職
を
促
進

制
度
創
設
の
背
景

制
度
の
概
要

※
平
成
3
1
年
（
20
1
9年
）度
に
「給
付
奨
学
金
」の
拡
充
に
係
る
制
度
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
，
以
下
の
対
象
要
件
に
つ
い
て
は

今
後
変
更
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○
地
元
産
業
界
，
県
外
企
業
※
か
ら
の
寄
付
金
と
，
地
方
公
共
団
体
の
拠
出
金
に
よ
り
「
茨
城
県
就
職
支
援
基
金
」を
造
成

○
「
対
象
要
件
等
」
に
該
当
す
る
学
生
が
，
県
内
企
業
等
に
就
職
し
た
場
合
に
，
奨
学
金
の
返
還
を
助
成

＜
対
象
要
件
等
＞

（
１
）
対
象
者

国
の
「
給
付
型
奨
学
金
」の
要
件
を
満
た
し
な
が
ら
も
，
学
校
推
薦
枠
か
ら
外
れ
た
生
徒

（
２
）
助
成
要
件

大
学
，
短
大
，
専
修
学
校
等
を
卒
業
後
，
県
内
企
業
等
へ
正
規
雇
用
で
就
職
し
，
1
0年
間
勤
務
予
定
で
あ
る
こ
と

（
３
）
助
成
額

大
学
等
在
学
中
に
貸
与
さ
れ
た
奨
学
金
上
限
１
９
２
万
円

※
：
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象

労
働
政
策
課
雇
用
促
進
対
策
室

（
0
2
9
-
3
0
1
-
3
6
4
5
）

14



い
ば
ら
き
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

制
度
概
要

地
方
活
力
向
上
地
域
等
に
お
い
て
本
社
機
能
を
有
す
る
施
設
（
特
定
業
務
施
設
：
事
務
所
，
研
究
所
，
研
修
所
）
を
整
備
す
る
事
業
を
地
域
再
生
計
画
に
位

置
付
け
，
当
該
事
業
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
県
の
認
定
を
受
け
た
事
業
者
に
対
し
，
課
税
の
特
例
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
で
，
安
定
し
た
良
質
な
雇
用

の
創
出
を
通
じ
て
本
県
へ
の
新
た
な
人
の
流
れ
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
す
。

認
定
に
関
す
る
流
れ

事
業
者

茨
城
県

移
転
型
事
業

目
標
値
・
実
績
値

目
標
値
（
計
画
期
間
終
了
時
）

計
画
期
間
：
H
27
.1
1～
R4
(H
34
).3

○
認
定
件
数

：
85
件
(移
転
型
5件
/拡
充
型
80
件
)

○
雇
用
創
出
数
：
1,
30
0人

○
認
定
件
数

：
27
件
(移
転
型
6件
/拡
充
型
21
件
)

○
雇
用
創
出
数
：
1,
26
4人

①
移
転
先
・
拡
充
先
が
，
地
域
再
生
計
画
で
定
め
る
地
方
活
力
向
上
地
域
内
で
あ
る
こ
と

（
工
業
地
域
な
ど
の
市
街
化
区
域
を
中
心
に
，
企
業
立
地
に
適
し
た
エ
リ
ア
を
県
で
選
定
）

②
本
社
機
能
に
お
い
て
従
業
員
数
が
５
人
（
中
小
企
業
者
２
人
）
以
上
増
加
す
る
こ
と

③
円
滑
か
つ
確
実
に
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

○
特
定
業
務
施
設
の
新
設
又
は
増
設
に
関
す
る
課
税
の
特
例
（
オ
フ
ィ
ス
減
税
）

○
特
定
業
務
施
設
に
お
い
て
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
る
場
合
の
課
税
の
特
例

（
雇
用
促
進
税
制
）

○
地
方
税
の
課
税
免
除
又
は
不
均
一
課
税

な
ど

東
京
23
区
に
あ
る

本
社
機
能
の
移
転

地
方
に
あ
る
本
社
機
能

の
移
転
・
新
増
設

②
「
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特

定
業
務
施
設
整
備
計
画
」
(＝
本

社
機
能
の
移
転
計
画
)の
申
請

③
要
件
に
合
致
す
る
場
合
，
認
定

①
地
域
再
生

計
画
(本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
)を

作
成

※
拡
充
型
よ
り
も
移
転
型
の
方
が
支
援
措
置
が
深
堀
り

全
国
第
2
位

(H
31
.2
月
末
時
点
)

・
雇
用
創
出
数
は
目
標
を

前
倒
し
で
達
成
す
る
見
込

事
業
区
分

④
課
税
の
特

例
等
の
支
援

措
置
の
活
用

認
定
要
件

認
定
事
業
者
に
対
す
る
支
援
措
置

実
績
値
（
R1
.6
月
末
現
在
）

・
認
定
件
数
は

拡
充
型
事
業

企
業
の
移
転
元
に
よ
り
，
「
移
転
型
」
と
「
拡
充
型
」
に
区
分
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営
業

戦
略

部
観

光
物

産
課

（
0
2
9
-
3
0
1
-
3
6
1
7
）

１
Ｄ
Ｍ
Ｏ
形
成
・
確
立
に
向
け
た
人
材
の
育
成
・
確
保
・
活
用

(1
)
観
光
地
域
づ
く
り
の
中
核
人
材
の
育
成
・
確
保

市
町
村
，
事
業
者
等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

(2
)
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
の
活
用
【
拡
充
】

観
光
マ
イ
ス
タ
ー
Ｓ
級
の
セ
ミ
ナ
ー
等
講
師
派
遣

等

(3
)
県
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
機
能
強
化

専
門
人
材
等
の
確
保
に
係
る
費
用
の
支
援

地
域

全
体
が
観
光
に
よ
り
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め

，
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
形
成
・
確
立
に
向
け
た
人
材

の
育

成
・
確
保
・
活
用
」
，
「
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
」
，
「
本
県
の

特
性
（
強
み
）
を
活
か
し
た
国
内
誘
客
促

進
」

，
「
稼
げ
る
観
光
産
業
の
振
興
」
及
び

「
筑
波
山
・
霞
ヶ
浦
広
域
エ
リ

ア
観
光
連
携
促
進
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
Ｈ
3
0
当
初
予
算
額

1
6
0
,
7
8
3
千
円
】

Ｄ
Ｍ

Ｏ
観

光
地

域
づ

く
り

推
進

事
業

２
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り

(1
)
農
村
体
験
の
利
用
及
び
農
家
民
宿
開
業
等
の
推
進

(2
)
宿
泊
施
設
の
魅
力
向
上
【
新
規
】

宿
泊
施
設
の
魅
力
向
上
に
向
け
た
専
門
家
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
実
施

(3
)
歴
史
的
観
光
資
源
の
発
掘
活
用
【
新
規
】

「
明
治
15
0年

」
記
念
講
演
,観

光
ガ
イ
ド
向
研
修
等
の
開
催

等

(4
)
魅
力

映
画
作

品
の

支
援
【

新
規
】

本
県
を

舞
台
又

は
題

材
と

し
た

映
画
作
品

の

撮
影
諸

経
費

の
支

援

３
本
県
の
特
性
(強

み
)を

活
か
し
た
国
内
誘
客
促
進

(1
)
若
者
目
線
を
活
用
し
た
観
光
資
源
の
発
掘

(2
)
体
験
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
情
報
発
信
強
化
【
拡
充
】

観
光
サ
イ
ト
に
お
け
る
体
験
型
観
光
資
源
の
紹
介

等

(3
) 
宿
泊
観
光
促
進
に
向
け
た
新
コ
ン
テ
ン
ツ
創
出
及
び
新
客
層
開
拓
【
新
規
】

宿
泊
型
モ
デ
ル
ル
ー
ト
策
定
，
朝
・
夜
型
観
光
資
源
磨
き
上
げ

等

４
稼
げ
る
観
光
産
業
の
振
興

(1
)
金
融
機
関
等
と
連
携
し
た
北
関
東
三
県
観
光
物
産
フ
ェ
ア
の
開
催

(2
)
土
産
品
等
の
販
路
拡
大
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
支
援

(3
)
茨
城
お
み
や
げ
大
賞
20
19
の
商
品
募
集
【
新
規
】

(4
)
県
伝
統
工
芸
士
の
認
定
及
び
伝
統
工
芸
品
展
の
開
催

５
筑
波
山
・
霞
ヶ
浦
広
域
エ
リ
ア
に
お
け
る
観
光
連
携
の
促
進

(1
)

観
光
案
内
サ
イ
ン
の
整
備
に
係
る
基
礎
調
査
【
新
規
】

(2
)

マ
ル
チ
ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ
の
作
成
【
新
規
】

(3
)

土
産
品
・
地
元
グ
ル
メ
の
開
発
支
援
【
新
規
】
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営
業
戦
略
部
国
際
観
光
課
国
際
誘
客
Ｇ
（
0
2
9
-
3
0
1
-
3
6
1
6
）

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
，
外
国
人
観
光
客
の
一
層
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
，
個
人
旅
行
化
や
ネ
ッ
ト
利
用
の
急
速
な
進
展
等
の
旅
行
形
態
の
変
化
を
踏
ま
え
た
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
戦

略
的
に
展
開
し
，
海
外
か
ら
の
誘
客
促
進
を
図
り
ま
す
。

【
Ｈ
3
0
当
初
予
算
額

1
3
2
,
0
6
8
千
円
】

ビ
ジ
ッ
ト
茨
城
・
海
外
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
（
新
規
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
機
運
の
高
ま
り 市
町
村

(観
光
協
会

)

交
通

事
業
者
等

ホ
テ
ル
等

県
(県
観
光
物
産
協
会

)

【
外
国
人
観
光
客
の
旅
行
形
態
の
変
化
】

・
個
人
旅
行
化
の
進
展

・
地
方
へ
の
観
光
需
要
の
拡
大

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
の
増
加

官
民
一
体
と
な
っ
た

戦
略
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

や
海
外
で
の
セ
ー
ル
ス

活
動
等
の
展
開

外
国
人
観
光
客

の
増
加
に
よ
る

地
域
の
活
性
化

観
光

施
設
等

１
Ｐ
Ｒ
・
情
報
発
信
の
強
化

２
旅
行
商
品
造
成
促
進

３
受
入
体
制
整
備

４
海
外
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
会
社
等
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

・
旅
行
博
・
商
談
会
出
展

・
海
外
誘
客
拠
点
の
設
置
（
台
湾
，
ベ
ト
ナ
ム
，
タ
イ
）

・
外
国
ク
ル
ー
ズ
船
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

・
外
国
語
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
発
信
強
化
等

・
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
や
旅
行
会
社
Ｏ
Ｂ
等
に
よ
る
誘
客
活
動
の
実
施

・
県
内
を
宿
泊
・
周
遊
す
る
新
規
ツ
ア
ー
の
造
成
促
進
等

・
体
験
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充
実

・
多
言
語
表
記
等
の
推
進

・
外
国
人
観
光
客
実
態
調
査
の
実
施

・
宿
泊
サ
イ
ト
や
海
外
メ
デ
ィ
ア
等
を
活
用
し
た
宿
泊
観
光
の
促
進

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
動
画
に
よ
る
情
報
発
信
等
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県立こころの医療センター旧検査棟（筑波海軍航空隊記念館）改修等事業【概要】 

 

 

１ 現況・課題 

  筑波海軍航空隊記念館(こころの医療センター旧管理棟)は県有施設であるが，現在，地元

笠間市が映画ロケ地としての知名度を活かして，観光施設として利活用を図っている。 

  しかしながら，施設の老朽化等の課題から恒久的な施設となっていない。 

 

２ 目的 

  歴史的な遺構として将来にわたって利活用が図れるよう，新たな観光及びまちづくり拠点

として機能強化を図り，地域の活性化，賑わいづくりの創出につなげる。 

 

３ 内容 

  現在，展示等を行っている，旧管理棟に隣接する旧検査棟の改修などを行い，新たな観光

拠点等としてリニューアルを図る。 

（１）事業主体：笠間市 

   ※県は笠間市に対して事業費の１／２(64,073千円)を負担金として支出 
 

【市歳出】 笠間市 施設整備費(全額) 
     

【市歳入】 

補正予算債 

【充当率１００％】 

＊交付税措置50％ 

地方創生拠点整備 

交付金※ (1/2) 
地方創生拠点整備 

交付金※ (1/2) 

補正予算債 

【充当率100％】 

＊交付税措置50％ 

                    ≪県分：県から市への負担金≫                  ≪市分≫ 
         ※交付金及び地域再生計画は市・県連名で申請 
 
（２）整備等内容 

  ア 旧検査棟整備工事 

     耐震工事の実施，物販施設・研修室としての改修整備等を行う。 

  イ 旧管理棟耐震予備調査・耐震診断調査 

     保存・利活用に向けて耐震診断調査等を行う。 

  ウ 旧管理棟利活用方策検討調査 

     耐震診断の結果を踏まえ，今後の利活用方策について検討を行う。 

（３）事業期間：平成28年度～平成29年度 

（４）予 算 額：64,073千円（28補正 地方創生拠点整備交付金） 

    

４ 筑波海軍航空隊記念館の概要 ※H30～ 

（１）設置者：笠間市（県から施設を借受けた上で公の施設として管理） 

（２）施 設：旧管理棟(鉄筋コンクリート３階，1,684㎡) 

       旧検査棟(鉄筋コンクリート２階，573㎡)… 記念館として公開 

（３）運 営：筑波海軍航空隊プロジェクト実行委員会（市から指定管理) 

（４）経 過：昭和13年 旧司令部庁舎建設 

       昭和20年 筑波海軍航空隊解体 

       昭和35年 県立友部病院開設 

       平成23年 こころの医療センターへ改称・新病院建設 

       平成24年 映画「永遠の０」撮影 

       平成25年 旧司令部庁舎を記念館として一般公開 
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政
策
企
画
部
地
域
振
興
課
ｻ
ｲ
ｸ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
Ｇ
（
0
2
9
-
3
0
1
-
2
7
3
5
）

土
木
部
道
路
建
設
課
県
道
Ｇ

（
0
2
9
-
3
0
1
-
4
4
3
1
）

１
快
適
で
安
全
安
心
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
で
き
る
環
境
の
整
備
（
2
,
6
7
7
千
円
）

・
県
道
区
間
の
舗
装
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
【
拡
充
】
，
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
【
新
規
】
等
（
土
木
部
予
算
）

・
自
転
車
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
優
待
サ
ー
ビ
ス
店
の
登
録
拡
充

２
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
（
3
1
,
5
3
1
千
円
）

・
り
ん
り
ん
ス
ク
エ
ア
土
浦
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
【
新
規
】

・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ガ
イ
ド
養
成
【
拡
充
】

・
周
遊
サ
イ
ク
リ
ン
グ
推
進
の
た
め
の
遊
覧
船
運
行
（
土
浦
市
と
の
連
携
）
【
新
規
】
等

３
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
通
じ
た
文
化
の
共
有
と
発
信
（
3
3
,
3
2
0
千
円
）

・
国
内
外
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
【
拡
充
】

・
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向
け
た
調
査
・
検
討

等

４
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
推
進
体
制
の
整
備
等
（
1
0
,
9
6
4
千
円
）

・
情
報
発
信
や
誘
客
促
進
等
を
図
る
た
め
の
新
た
な
協
議
会
組
織
の
設
立
【
新
規
】

・
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
利
用
者
動
向
等
調
査
の
実
施

等

「
り
ん
り
ん
ス
ク
エ
ア
土
浦
」
（
Ｈ
3
0
年
3
月
2
9
日
開
業
）
を
核
と
し
た
情
報
発
信
や
国
内
外
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
誘
客
，
県
道
区
間
の
舗
装
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
な

ど
，
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
Ｈ
3
0
当
初
予
算
額

7
8
,
4
9
2
千
円
】

水
郷
筑
波
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
整
備
事
業

【
全
国
初
・
駅
直
結
サ
イ
ク
リ
ン
グ
拠
点

「
り
ん
り
ん
ス
ク
エ
ア
土
浦
」
1F
ｻ
ｲｸ
ﾙｼ
ｮｯ
ﾌﾟ
】

○
主
な
機
能

【
1
F
】
（
面
積
5
8
1
.
3
㎡
）

・
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
，
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

・
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
，
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン

・
組
立
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
洗
車
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

【
B
1
F
】
（
面
積
3
7
7
.
8
㎡
）

・
シ
ャ
ワ
ー
，
ロ
ッ
カ
ー
，
更
衣
室
，

・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
保
管
ス
ペ
ー
ス
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地域交通05 

 

鉄道バス乗継利便性向上モデル事業費（H30当初予算額：14,612千円） 

 
 
１ 事業目的 

ＪＲ水郡線とバスの乗継利便性の向上を図るため，常陸大宮市をモデル地域として，駅と地域の拠点を

結ぶ路線バスの運行を行うとともに，住民等と連携した利用促進の取組を推進し，これらの取組を通じて

最適な公共交通システムの構築を図る。 

 

※ 事業全体のマネジメントは，「公共交通システムマネジメント常陸大宮地区協議会」が実施 

 

２ 事業内容 

（１）路線バスの運行支援 

  ○路線バスの運行（３ルート，通年運行） 

○利用実績の検証（乗車人員データや住民・利用者アンケート調査等による分析） 

○運行内容（ルート，時刻表，運賃など）の見直し 

  ※ 運行経費の一部に地域内フィーダー系統補助金（国1/2）を活用予定 

 

（２）バスの利用促進・協議会運営等 

  ○各種広報媒体によるバス運行のＰＲ 

  ○地域住民や学校等と連携した利用促進活動（イベント，ワークショップ等の開催） 

○公共交通システムマネジメント常陸大宮地区協議会の運営（年１回） 

 

３ H30スケジュール案 

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

バス運行 

支援 

 

 

           

利用促進             

協議会             

  ※ 常陸大宮市においては，当該事業と連携しながら，「地域公共交通再編実施計画」を検討予定 

地域団体・学校等連携事業の実施 利用促進活動 

運行内容の分析・検証（乗車データ，住民アンケート等） 

★協議会① 

（事業の総括） 
市再編事業への引き継ぎ 

（協議会は市交通会議に吸収） 
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政
策
企
画
部
交
通
局
交
通
政
策
課
地
域
交
通
Ｇ
（
0
2
9
-
3
0
1
-
2
6
0
4
）

１
補
助
対
象
事
業

①
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
導
入
支
援

〈
対
象
経
費
〉
・
初
期
費
用
（
車
両
取
得
費
，
運
転
者
認
定
講
習
費
等
）

・
事
業
の
実
施
に
必
要
な
調
査
・
検
討
費

・
運
行
経
費
（
人
件
費
，
燃
料
費
等
）

②
ス
ク
ー
ル
バ
ス
，
企
業
バ
ス
等
活
用
支
援

〈
対
象
経
費
〉
・
初
期
費
用
（
停
留
所
設
置
）

・
乗
合
バ
ス
転
用
の
た
め
の
車
両
の
簡
易
な
修
繕
改
修
費
用

・
事
業
の
実
施
に
必
要
な
調
査
・
検
討
費

・
運
行
経
費
（
人
件
費
，
燃
料
費
，
委
託
料
等
）

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
導
入
支
援
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
，
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
）
【
新
規
】

〈
対
象
経
費
〉
・
初
期
費
用
（
停
留
所
設
置
，
車
両
取
得
費
，
予
約
・
配
車
シ
ス
テ
ム
構
築
費
等
）

・
事
業
の
実
施
に
必
要
な
調
査
・
検
討
費

・
運
行
経
費
（
人
件
費
，
通
信
費
，
燃
料
費
，
委
託
料
等
）

２
補
助
率

1
/
2
（
上
限
5
0
0
万
円
，
最
大
3
年
間
）

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
困
難
な
公
共
交
通
空
白
地
域
に
お
い
て
，
市
町
村
が
行
う
，
地
域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に

よ
る
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
導
入
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
活
用
へ
の
支
援
に
加
え
，
新
た
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の

導
入
を
支
援
し
，
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

【
Ｈ
3
0
当
初
予
算
額

3
0
,
0
0
0
千
円
】

公
共
交
通
空
白
地
域
解
消
支
援
事
業

〈
導
入
例
〉
常
陸
太
田
市
（
高
倉
地
域
づ
く
り
の
会
）
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政
策
企
画
部
地
域
振
興
課
企
画
調
整
Ｇ

０
２
９
－
３
０
１
－
２
７
３
２

政
策
企
画
部
県
北
振
興
局
振
興
Ｇ

０
２
９
－
３
０
１
－
２
７
１
５

＜
対
象
事
業
＞

①
仕
組
み
づ
く
り
支
援

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
実
施
に
係
る
調
査
，
検
討
・
調
整
等

補
助
率
：
１
０
／
１
０
，
補
助
額
：
上
限
1,
00
0
千
円

②
買
物
不
便
地
区
等
へ
の
買
物
支
援

・
複
数
地
区
へ
の
移
動
販
売
，
買
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
等

・
出
張
販
売
所
，
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
等
の
設
置

・
福
祉
バ
ス
等
を
活
用
し
た
買
物
ツ
ア
ー
等
の
実
施

補
助
率
：
県
１
／
２
，
市
町
村
１
／
２
，
補
助
額
：
上
限
5,
00
0千
円

③
郵
便
局
，
宅
配
事
業
者
等
と
連
携
し
た
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
等
へ
の
支
援

補
助
率
：
県
１
／
２
，
市
町
村
１
／
２
，
補
助
額
：
上
限
5,
00
0千
円

④
そ
の
他
先
進
的
な
取
組
へ
の
支
援

（
例
）
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
，
貨
客
混
載
等

補
助
率
：
県
１
／
２
，
市
町
村
１
／
２
，
補
助
額
：
上
限
5,
00
0千
円

⑤
民
間
事
業
者
に
よ
る
買
物
支
援
と
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
等
を
合
わ
せ
た
モ
デ
ル
事
業

補
助
率
：
県
１
／
２
，
事
業
者
１
／
２
，
補
助
額
：
上
限
5,
00
0千
円

＜
補
助
要
件
等
＞

・
補
助
期
間
：
３
年
間
（
た
だ
し
，
ハ
ー
ド
整
備
等
は
単
年
）

・
他
の
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
る
事
業
は
対
象
外

急
激
な
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
，
買
物
支
援
等
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
確
保
に
取
り
組
む

市
町
村
等
を
支
援
し
，
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
Ｈ
３
０
予
算
額

４
，
４
４
９
千
円
】

生
活
環
境
づ
く
り
支
援
事
業

＜
買
物
支
援
＞

＜
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
等
＞

事
業
概
要

事
業
イ
メ
ー
ジ

22



地域公共交通確保対策事業費（H30当初予算額：14,000千円） 地方創生推進交付金 

 

１ 事業目的 

県内４地域（県北，鹿行，県南，県西）に設置した市町村や交通事業者，国，学識経験者等で構成する地域

協議会において，地域の実情に応じた地域公共交通の確保策等について協議・検討を行うもの 

※ 県央地域は，水戸市を中心とした定住自立圏構想の枠組みで検討（検討調査費等支援のみ） 

 

２ 事業内容 

各地域協議会で地域公共交通の確保策等（以下の①～③）について協議・検討 

①広域路線バスの運行 

・県南地域（稲敷）３路線，鹿行地域２路線，計５路線の広域バスを運行（運行支援は別事業） 

・広域バスの利用状況等の分析・評価を行い，住民ニーズ等を踏まえた運行内容（ルート，時刻表，運賃）

の見直しなどを実施しながら，H31以降の対応方針を協議 

②公共交通空白地域解消に向けた対応 

③地域間幹線系統の生産性向上に向けた利用促進 

 

＜参考＞これまでの検討経緯 

 県南地域 県西地域 鹿行地域 県北地域 

構成 

市町村 

土浦市，龍ケ崎市，牛久

市，稲敷市，美浦村，阿

見町，河内町，利根町，

稲敷広域事務組合（９）

つくば市(ｵﾌﾞ) 

古河市，結城市，下妻市，

常総市，筑西市，坂東市，

桜川市，八千代町，五霞

町，境町（１０） 

鹿嶋市，潮来市，神栖市，

行方市，鉾田市（５） 

香取市(ｵﾌﾞ) 

日立市，常陸太田市，高

萩市，北茨城市，常陸大

宮市，大子町（６） 

開催 

実績 

H28.6.2  第1回協議会 

H28.7.5  第2回協議会 

H28.11.22 第3回協議会 

H28.12.26 第4回協議会 

H29.7.26  第5回協議会 

H30.2.5  第6回協議会 

H30.6.19  第7回協議会 

H30.10.5  第8回協議会 

H28.8.2  第1回協議会 

H28.11.24 第2回協議会 

H29.2.9   第3回協議会 

H29.11.28 第4回協議会 

H30.10.25 第5回協議会 

H28.8.4   第1回協議会 

H28.11.17 第2回協議会 

H29.1.30  第3回協議会 

H29.5.30  第4回協議会 

H29.9.28  第5回協議会 

H30.2.6  第6回協議会 

H30.6.29  第7回協議会 

H30.10.11 第8回協議会 

H28.10.21 第1回協議会 

H29.3.24  第2回協議会 

H29.11.30 第3回協議会 

H30.10.16 第4回協議会 

 

広域路線バスネットワーク事業費（H30当初予算額：73,713千円）（関係部分のみ抜粋） 

 

１ 事業目的 

広域バス路線及び複数市町村で運行する地域内フィーダー系統補助路線の運行支援 

 

２ 事業内容 

（１）広域バスの運行支援（H30当初予算額：49,600千円） 

  地域協議会による協議が整った広域バス路線の運行経費等の一部を補助 

①運行補助 運行経費赤字分（国の地域内フィーダー系統補助の適用額を控除） 

・運行期間：H30.4月～H31.3月（１年間） ・運行ルート：５ルート（稲敷３，鹿行２） 

・負担割合：県1/2，市町村1/2 

②利用促進 ・バス待ち環境の整備（バス停，ベンチ，駐輪場・看板等設置） 

・周知ＰＲ活動の展開（ＰＲチラシ，時刻表，交通マップ等作成） 

※１地域2,000千円×２地域（県南，鹿行） 
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県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業

【
Ｈ

28
補
正
予
算
額

40
,0

00
千
円
（
拠
点
整
備
交
付
金
）
】

県
民
生
活
環
境
部

生
活
文
化
課
文
化
振
興
（
２
８
２
４
）

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
は
，
本
県
の
文
化
芸
術
の
拠
点
施
設
で
あ
り
，
練
習
室
を
増
築
す
る
こ
と
で
施
設
の
機
能
強
化

を
図
り
，
利
用
者
の
文
化
活
動
の
発
信
や
相
互
の
交
流
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
で
，
新
た
な
本
県
の
文
化
を
創
造
す
る

と
と
も
に
，
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

○
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
練
習
室
増
築
工
事

・
事
業
費
：
4
0
,0
0
0
千
円
（
実
績
額
：
3
5
,2
8
8
千
円
）

・
位

置
：
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
西
側

・
構

造
：
平
屋
建
て

・
延
床
面
積
：
4
6
.5
3
㎡

・
建
築
面
積
：
4
9
.4
4
㎡

・
主
な
仕
様
：
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
，
鏡
(W
6
.8
m
×
H
2
.3
m
)，
ト
イ
レ
，
洗
面
台

・
工
事
完
了
：
平
成
3
0
年
3
月

・
利
用
開
始
：
平
成
3
0
年
4
月
～

・
利
用
実
績
：
文
化
団
体
利
用
5
2
団
体
，
学
生
利
用
2
1
件
（
H
3
0
年
度
）
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第
２
の
ふ
る
さ
と
・
い
ば
ら
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
概
要

県
と
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
本
県
へ
の
移
住
・
二
地
域
居
住
を
推
進
す
る
と
と
も
に
，
東
京
圏
の
企
業
と
連
携
し
，
テ
レ
ワ
ー
ク
等
を
活
用
し
た
地
方
で
の
新
し
い
働

き
方
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
，
本
県
へ
の
ＩＴ
企
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
の
進
出
や
ＩＴ
人
材
等
の
移
住
促
進
を
図
る
。
ま
た
，
県
北
地
域
へ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
企

業
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
産
業
振
興
や
雇
用
創
出
を
促
進
さ
せ
る
。

H
3
0
実
績
額

５
５
，
５
４
３
千
円
（
地
方
創
生
推
進
交
付
金
）

※
総
事
業
費

１
１
１
，
０
８
６
千
円

○
試
験
的
な
社
員
の
移
住
（
ト
ラ
イ
ア
ル
移
住
）
の
実
施

と
本
県
に
お
け
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
実
証

・
東
京
圏
の
企
業
と
連
携
し
，
社
員
の
移
住
と
本
県
で

の
勤
務
を
実
証

・
参
加
企
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
，
本
県
進
出
の
支
援

○
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
Ｉ
Ｔ
人
材
等
の
移
住
支
援
【
新
規
】

・
地
方
で
「
し
ご
と
」
を
受
託
で
き
る
し
く
み
を
構
築

し
，
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
Ｉ
Ｔ
人
材
等
の
移
住
を
支
援

Ｉ
Ｔ
企
業
等
の
進
出
支
援
・
Ｉ
Ｔ
人
材
等
の
移
住
促
進

○
Ｉ
Ｔ
企
業
等
の
開
発
合
宿
の
誘
致
【
新
規
】

・
本
県
の
良
好
な
勤
務
環
境
を
活
か
し
，
短
期
集
中
的

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
開
発
等
を
行
う
合
宿
を
誘
致

○
い
ば
ら
き
移
住
・
二
地
域
居
住
推
進
協
議
会
の
運
営

・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
営
・
移
住
相
談
会
の
開
催

・
「
い
ば
ら
き
ふ
る
さ
と
県
民
登
録
制
度
」
の
運
営

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
市
町
村
職
員
研
修
の
実
施

○
都
内
相
談
窓
口
の
運
営

・
い
ば
ら
き
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

・
い
ば
ら
き
移
住
・
就
職
相
談
セ
ン
タ
ー

県
・
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
た
移
住
推
進
体
制
の
構
築

○
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
企
業
支
援
等

・
都
内
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
，
現
地
視
察
ツ
ア
ー

・
起
業
者
育
成
講
座

等

県
北
地
域
に
お
け
る
取
組

○
お
試
し
居
住
体
験
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政
策
企
画
部
地
域
振
興
課
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

地
域
資
源
活
用
Ｇ
（
0
2
9
-
3
0
1
-
2
7
8
6
）

【
Ｈ
3
0
.
9
月
補
正
予
算
額

6
,
0
0
0
千
円
】

古
民
家
を
活
用
し
た
茨
城
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
事
業
（
新
規
）

１
古
民
家
活
用
実
態
調
査

○
県
内
古
民
家
の
現
況

○
市
町
村
の
活
用
状
況
・
意
向

○
古
民
家
改
修
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
候
補
地

○
修
復
専
門
家
等
の
状
況

等

２
古
民
家
活
用
方
策
の
検
討

○
古
民
家
活
用
合
同
研
究
会
の
立
ち
上
げ

○
活
用
方
法
を
含
め
た
古
民
家
改
修
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
検
討
・
設
定

＜
古
民
家
活
用
合
同
研
究
会
メ
ン
バ
ー
＞

自
治
体
，
金
融
機
関
，
大
学
（
建
築
学
）
，
民
間
企
業
・
団
体

等

上
記
を
踏
ま
え
て
，
平
成
3
1年
度
以
降
，
下
記
の
取
組
を
検
討

○
古
民
家
改
修
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
基
づ
い
た
古
民
家
の
改
修
等
支
援

○
古
民
家
セ
ミ
ナ
ー
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
等
に
よ
る
情
報
発
信
，
横
展
開

○
「
地
元
古
民
家
活
用
に
係
る
関
連
機
関
と
の
推
進
協
議
会
（
仮
）
」
の
立
ち
上
げ
支
援
等

訪
れ
て
み
た
い
古
民
家
が
た
く
さ
ん
あ
る
！

＝
「
茨
城
県
は
古
民
家
の
メ
ッ
カ
」

本
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
・
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
，
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

復
活
，
誘
客
促
進
，
雇
用
の
創
出
，
移
住
・
定
住

の
増
加
，
空
き
家
の
減
少
，
伝
統
技
術
の
伝
承
等

貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る
古
民
家
に
つ
い
て
，
地
域
振
興
拠
点
と
し
て
の
多
様
な
活
用
方
法
を
構
築
し
，
県
内
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
等
の
地
域
資
源
と
連
携
さ
せ
な
が
ら
広
域
展
開
を
図
る
と
と
も
に
，
今
ま
で
に
な
い
新
た
な
価
値
や
人
の

流
れ
を
創
出
し
，
本
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
・
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
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農
林
水
産
部
農
業
技
術
課
（
0
2
9
-
3
0
1
-
3
9
3
6
）

１
事
業
の
目
的

県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
生
産
拡
大
と
Ａ
Ｉ
を
駆
使
し
た
革
新
的
技
術
に
よ
る
生
産
性
・
収
益
性
の
向
上

２
事
業
の
概
要

(
1
)
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
の
た
め
の
優
良
原
種
苗
供
給
拠
点
整
備
事
業
（
1
6
0
,
7
3
1
千
円
）

○
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
原
種
苗
維
持
・
保
存
施
設
（
生
物
工
学
研
究
所
）

①
種
苗
管
理
温
室

②
種
苗
管
理
施
設
（
種
苗
検
定
・
調
査
・
保
管
）

③
レ
ン
コ
ン
保
存
用
施
設

[
施
設
の
目
的
]

・
ブ
ラ
ン
ド
化
の
け
ん
引
役
で
あ
る
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
原
種
苗
維
持
・
保
存
と
安
定
供
給

・
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
市
場
性
・
収
益
性
の
高
い
新
た
な
品
種
の
開
発

(
2
)
Ａ
Ｉ
解
析
に
よ
る
新
た
な
農
業
技
術
研
究
拠
点
整
備
事
業
（
3
2
0
,
8
2
0
千
円
）

○
イ
チ
ゴ
の
栽
培
環
境
制
御
施
設
（
園
芸
研
究
所
）

①
屋
内
型
人
工
気
象
室

②
屋
外
型
人
工
気
象
室

○
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
環
境
制
御
及
び
貯
蔵
環
境
制
御
施
設
（
農
業
研
究
所
）

①
栽
培
用
施
設

②
長
期
貯
蔵
施
設
（
実
験
室
併
設
）

[
施
設
の
目
的
]

・
Ａ
Ｉ
解
析
に
よ
る
革
新
的
栽
培
・
貯
蔵
技
術
開
発
に
必
要
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
収
集

本
県
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
よ
る
競
争
力
の
あ
る
産
地
づ
く
り
と
生
産
性
・
収
益
性
向
上
に
よ
る
「
儲
か
る

農
業
」
を
実
現
す
る
た
め
，
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
優
良
原
種
苗
を
保
存
・
供
給
す
る
拠
点
と

全
国
に
先
駆
け
た
Ａ
Ｉ
解
析
に
よ
る
新
た
な
農
業
技
術
を
開
発
す
る
研
究
拠
点
を
整
備
し
ま
す
。

【
Ｈ
２
９
補
正
予
算
額

4
8
1
,
5
5
1
千
円
】

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
地
方
創
生
拠
点
整
備
費
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産
業
戦
略
部
技
術
革
新
課
（
0
2
9
-
3
0
1
-
3
5
7
9
）

【
事
業
内
容
】

１
既
存
施
設
の
改
修

（
１
）
改
修
概
要

ア
管
理
・
機
械
金
属
研
究
棟
（
I
o
T
関
連
製
品
開
発
支
援
エ
リ
ア
）

イ
機
械
金
属
試
験
棟
（
金
属
加
工
技
術
開
発
エ
リ
ア
）

（
２
）
改
修
に
よ
る
機
能
強
化

企
業
の
生
産
性
向
上
に
必
要
な
以
下
の
支
援
機
能
を
強
化

ア
異
業
種
交
流
等
の
促
進
に
よ
る
I
o
T
機
器
や
シ
ス
テ
ム
の
開
発

イ
新
た
な
軽
金
属
加
工
技
術
の
開
発
に
よ
る
高
効
率
・
低
コ
ス
ト
な
生
産
技
術
の
開
発

ウ
高
精
度
な
材
料
評
価
試
験
に
よ
る
新
製
品
開
発

な
ど

２
完
成

平
成
３
１
年
３
月

３
産
業
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
本
所
）
施
設
の
概
要

所
在
地
：
東
茨
城
郡
茨
城
町
長
岡
３
７
８
１
－
１

敷
地
面
積
：
２
０
，
４
４
２
ｍ
２

製
品
の
高
付
加
価
値
化
や
生
産
工
程
の
高
効
率
化
な
ど
の
革
新
的
な
技
術
開
発
に
必
要
な
環
境
を
整
え
る
た
め
，
産

業
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
旧
名
称
：
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）
本
所
の
既
存
施
設
の
一
部
改
修
を
実
施
し
た
。

【
実
績
額

1
5
7
,
1
2
6
千
円
】

生
産
性
向
上
支
援
拠
点
機
能
強
化
事
業

異
業
種
交
流
に
よ
る
試
作
開
発

新
た
な
軽
金
属
加
工
技
術
の
開
発

（
プ
レ
ス
機
）
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